
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

境
内
の
神
橋
（
し
ん
ば
し
）

を
渡
り
見
上
げ
れ
ば
、
紅
葉
（
も
み
じ
）
の
葉
が
、

深
い
紅
（
く
れ
な
い
）
色
に
染
ま
り
、
目
に
も
鮮
（
あ

ざ
）
や
か
で
す
。 

時
折
、
吹
き
抜
け
る
強
い
風
は
、

容
赦
（
よ
う
し
ゃ
）
な
く
、
紅
の
葉
を
散
ら
し
ま
す
。 

季
節
の
移
ろ
い
は
、
冬
へ
の
歩
み
の
速
度
を
早
め
た

よ
う
で
す
。 

実
は
、「
紅
葉
葉
（
も
み
じ
ば
）
の
」

と
い
う
言
葉
は
、「
過
ぎ
」
や
「
散
り
」
さ
ら
に
は
、

「
移
り
」
に
か
か
る
枕
詞
（
ま
く
ら
こ
と
ば
）
で
す
。 

散
り
ゆ
く
紅
の
葉
に
、
季
節
の
移
ろ
い
と
、
静
か
な

時
の
流
れ
を
感
じ
る
昨
今
で
す
。 

十
一
月
の
こ
と

を
「
霜
月
（
し
も
つ
き
）」
と
称
（
し
ょ
う
）
し
ま

す
が
、
諸
説
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、「
下
（
し
も
）

つ
月
」
が
由
来
（
ゆ
ら
い
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二

ヶ
月
併
記
（
へ
い
き
）
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
余
す
と

こ
ろ
一
枚
と
な
り
ま
し
た
。 

先
月
発
行
し
た
宮
司

プ
レ
ス
百
十
八
号
で
は
、
十
二
ヶ
月
の
呼
び
名
の
変

遷
に
つ
い
て
、
記
載
し
ま
し
た
。 

中
国
の
王
朝
、

国
の
名
前
が
変
わ
る
た
び
に
、「
載
（
さ
い
）」
か
ら

「
祀
（
し
）」
へ
と
変
遷
し
た
こ
と
を
記
載
し
ま
し

た
。 

日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
「
年
」、
こ
れ
は
、

中
国
古
代
王
朝
の
一
つ
、
武
王
（
ぶ
お
う
）
が
建
て

た
「
周 

     

（
し
ゅ
う
）」
と
い
う
王
朝
か
ら
用
い
ら
れ
た
そ
う

で
す
。 

こ
の
「
年
」
は
、
稲
の
こ
と
で
も
あ
り
、

私
共
、
日
本
人
の
折
節
（
お
り
ふ
し
）、
そ
の
季
節

の
移
ろ
い
は
、
ま
さ
に
、
お
正
月
か
ら
、
稔
り
の
秋

の
収
穫
ま
で
の
歩
み
な
の
で
す
。 

旧
暦
の
十
一
月

の
中
の
卯
（
う
）
の
日
、
古
来
、
新
嘗
祭
（
に
い
な

め
さ
い
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
新
嘗
祭

は
、
天
皇
陛
下
み
ず
か
ら
、
天
神
地
祇
（
て
ん
し
ん

ち
ぎ
）、
全
て
の
神
々
へ
、
新
穀
（
し
ん
こ
く
）
を

捧
げ
ら
れ
、
ま
た
、
親
し
く
陛
下
自
ら
お
召
し
上
が

り
に
な
る
、
大
切
な
重
き
祭
儀
（
さ
い
ぎ
）
で
す
。 

現
在
は
、
十
一
月
二
十
三
日
に
斎
行
さ
れ
て
お
り
、

勤
労
感
謝
の
日
と
い
う
祝
日
に
も
制
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

勤
労
に
感
謝
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
新
穀
、
お
米
、
食
物
全
般
に
感
謝
を
捧
げ
る

日
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

「
霜
月
」
は
、

「
食
物
月
（
お
し
も
の
づ
き
）」
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。 

私
共
は
、
神
様
か
ら
命
を
戴
い
て
、
生
か

さ
れ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。 

ま
さ
に
、「
載
（
さ

い
）」
で
す
。 

や
は
り
、
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
る
、

朝
に
祈
り
夕
べ
に
感
謝
と
い
う
敬
神
生
活
を
心
掛

け
な
け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
。 

神
を
敬
い
、
祖
先

を
尊
（
た
っ
と
）
ぶ
、
敬
神
崇
祖
（
け
い
し
ん
す
う

そ
）
の
日
々
の
暮
ら
し
が
大
切
で
す
。 

そ
の
日
々

の
営
み
が
「
祀
（
し
）」
で
す
。 

そ
し
て
、「
年
（
ね

ん
）」
は
、
稔
り
、「
稔
（
ね
ん
）」
に
も
通
じ
る
の

で
す
か
ら
、
や
は
り
、
豊
か
な
秋
の
収
穫
を
を
迎
え

る
と
い
う
大
目
標
を
達
成
す
べ
く
、
日
々
つ
と
め
る

事
が
肝
要
（
か
ん
よ
う
）
で
す
。 

 

◇
当
宮
の
正
面
の
鳥
居
は
、
紀
元
二
千
六
百
年
を
奉

祝(

ほ
う
し
ゅ
く)

し
て
、
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

昭

和
十
五
年
、
七
十
六
年
前
の
こ
と
で
す
。 

当
時
と

し
て
は
、
先
見
の
明
（
め
い
）
あ
る
大
鳥
居
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

大
型
バ
ス
や
大
型

ト
ラ
ッ
ク
、
ト
レ
ー
ラ
ー
も
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
、

境
内
に
入
る
事
も
可
能
な
の
で
す
か
ら
。 

そ
の
鳥

居
の
柱
に
、
実
は
、
前
述
し
た
、「
載
」「
祀
」「
年
」、

に
込
め
ら
れ
た
、
敬
神
生
活
と
い
う
心
掛
け
、
敬
神

崇
祖
の
暮
ら
し
、
大
目
標
達
成
の
日
々
の
つ
と
め
を

教
え
導
く
言
の
葉
が
、
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

◇
そ
の
鳥
居
の
柱
の
右
側
に
日
光
照
萬
民
（
に
っ
こ

う
し
ょ
う
ば
ん
み
ん
）、
左
側
に
月
色
清
人
心
（
げ

っ
し
ょ
く
せ
い
じ
ん
し
ん
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
で

す
。 

お
日
様
の
光
は
、
分
け
隔
（
へ
だ
）
て
も
な
く
、
全

て
の
人
に
降
り
そ
そ
ぎ
ま
す
。 

時
に
は
、
日
が
陰

（
か
げ
）
り
、
雨
雲
に
覆
（
お
お
）
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
必
ず
き
っ
と
、
澄
み

切
っ
た
青
空
を
見
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を

信
じ
る
、
そ
れ
こ
そ
が
、
神
信
心
（
か
み
し
ん
じ
ん
）

で
す
。 

朝
に
祈
り
、
希
望
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
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誓
う
、
そ
の
こ
と
が
、「
日
光
照
萬
民
」
な
の
で
す
。 

そ
し
て
、
漆
黒
（
し
っ
こ
く
）
の
夜
空
に
浮
か
ぶ
月

は
、
私
共
の
心
の
暗
闇
（
く
ら
や
み
）
陰
（
か
げ
）

り
を
取
り
払
う
、
さ
や
け
き
光
で
も
あ
り
ま
す
。 

ま
さ
に
、
清
め
祓
（
ば
ら
）
い
で
す
。 

心
静
か
に

一
日
を
振
り
返
り
つ
つ
、
感
謝
を
捧
げ
る
、
こ
れ
が
、

「
月
色
清
人
心
」
で
す
。 

 

◇
三
日
後
に
は
、
十
二
月
、
暮
れ
果
つ
る
師
走
を
迎

え
ま
す
。 

境
内
の
紅
葉
の
葉
も
、
余
す
と
こ
ろ
無

く
散
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。 

来
る
べ
き
冬
の
訪

れ
に
、
自
ら
を
犠
牲
に
し
て
散
り
ゆ
く
の
で
す
。
こ

れ
が
、「
義
」
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
ま

で
も
、
美
し
い
紅
葉
を
眺
め
て
い
た
い
と
惜
し
ま
れ

ま
す
。 

こ
れ
が
、「
仁
」、
他
者
へ
の
思
い
や
り
、

優
し
さ
で
す
。 

惜
し
ま
れ
つ
つ
も
、
散
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
自
然
の
摂
理
で
す
。 

季
節

の
移
ろ
い
は
、「
仁
義
（
じ
ん
ぎ
）」
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。 

「
紅
葉
葉
の
」
と
い
う
枕
詞
に
は
、
そ

の
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

大
自
然
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
生
か
さ

れ
て
い
る
私
共
、
朝
に
祈
り
夕
べ
に
感
謝
と
い
う
敬

神
生
活
を
心
掛
け
、「
仁
義
」
あ
る
日
々
の
暮
ら
し

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。 

「
日
光
照
萬
民
」「
月

色
清
人
心
」
で
、
明
る
く
豊
か
な
暮
ら
し
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。 

 

◇
十
月
、
十
一
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
月
次
祭 

 

＊
九
月
一
日
、
十
五
日
、
十
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
例
祭 

 
 

＊
十
月
四
日 

前
夜
祭
、
五
日 

本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
例
祭 

 

＊
十
月
十
五
日 

前
夜
祭
、
十
六
日 

本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭 

 
 

◇
前
夜
祭 

 

＊
十
月
二
十
一
日 

 
 

◇
本
殿
祭 

 

＊
十
月
二
十
二
日 

 
 

◇
御
神
幸
祭 

＊
十
月
二
十
三
日 

 

▼
明
治
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 

▼
新
嘗
祭 

 

＊
当
宮 

 
 
 
 
 

十
一
月
二
十
三
日 

 

＊
六
連
島
八
幡
宮 

十
一
月
二
十
五
日 

 

◇
十
月
、
十
一
月
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 
 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
と
こ
わ
か
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 
 

＊
十
月
二
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
清
掃
奉
仕
作
業 

＊
十
月
十
六
日 

 
 

◇
奉
賛
会
、
維
蘇
志
会
例
祭
準
備
設
営
作
業 

 
 
 

＊
十
月
十
九
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
例
祭
餅
袋
詰
め
作
業 

＊
十
月
二
十
一
日 

 
 

◇
第
五
回
彦
島
八
幡
宮
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 
 

＊
十
月
二
十
三
日 

 
 

◇
維
蘇
志
会
役
員
会 

＊
十
一
月
十
五
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行 

＊
十
一
月
二
十
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

＊
十
一
月
二
十
六
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
講
演
講
師
養
成
研
修
会 

＊
十
月
十
九
日 

 
 

◇
神
社
庁
役
員
会 

＊
十
月
十
九
日 

 
 

◇
支
部
長
事
務
局
長
会
議
、
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭 

＊
十
月
二
十
日 

 
 

◇
下
関
支
部
神
宮
大
麻
仕
分
作
業 

＊
十
月
二
十
五
日 

 
 

◇
下
関
支
部
総
代
敬
婦
合
同
研
修
会 

 
 
 

＊
十
月
三
十
一
日 

 
 

◇
阿
北
分
会
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
参
列
＊
十
一
月
九
日 

 
 

◇
神
社
庁
教
学
研
究
部
研
修
会 

＊
十
一
月
九
日 

▼
教
誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動 

◇
集
合
教
誨
（
男
子
、
女
子
） 

 

＊
十
一
月 

十
四
日
（
女
子
） 

 

＊
十
一
月
二
十
八
日
（
男
子
） 

◇
入
所
前
指
導 

＊
十
月
十
二
日 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

◇
例
会 

 

＊
十
月
二
十
六
日
、
十
一
月
二
日
、

三
十
日 

 

◇
理
事
会 

＊
十
一
月
二
日 

▼
人
権
擁
護
委
員
関
係 

 

◇
人
権
相
談 

＊
十
一
月
十
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
西
山
小
学
校
運
営
協
議
会
出
席 

＊
十
月
十
一
日 

 
 

◇
リ
バ
ー
ス
彦
島
例
会 

＊
十
月
二
十
一
日 

 
 

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
十
一
月
十
六
日 

 

◇
小
熊
野
神
社
例
祭
奉
仕 

＊
十
一
月
十
八
日 

 
 

※
熊
本
県
宇
城
市
の
実
家
の
神
社 


